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企 画 課

ＳＤＧｓの達成に向けては、将来を担う若い力の躍動が不可欠です。

今回は、９月21日に静岡青年会議所（静岡ＪＣ）が行った「ＳＤＧｓ推進事業～このまちの未来を共に

創造しよう～」の様子をお届けします。

今回のイベントは、若者がまちの魅力を発見し、体感するのと同時に、ＳＤＧｓの視点も交え、若
者目線で静岡の魅力を発信することを通し、若者自身がＳＤＧｓを理解し、行動の第一歩を引き出す
ことを目的に、静岡青年会議所が自らの活動の一環として開催したものです。

参加者は静岡の魅力を体感するため、３つのグ
ループに分かれて、商店街の店舗を訪れました。

田丸屋 浮月楼

小山園

三保原屋 ヤマイチ商店
（茶木魚内に展示）

イベント概要

＜第１部＞
「持続可能な経営」を実践している市内商店街の老舗５店舗を約20名の参加者が訪れ、
商店主等へのインタビュー等を通し、静岡の魅力を探りました。

＜第２部＞
①グループワークを行い、参加者相互の発見を共有しました。各グループでは留学生
も交えて活発な議論も行われ、参加した若者たちは新たな気づきを得ました。

②静岡ＪＣが開発したＳＮＳフレームアイコンを活用し、各グループが発見した静岡
の魅力をＳＮＳで発信しました。

③本市の魅力に気づいた参加者の市内定着はもとより、この活動を広め、若い力で交

流人口の拡大を図りたいというねらいもあります。

静岡庁舎３階の茶木魚に、市内学生及び国際こと
ば学院の留学生約２０名が集まりました。

＜第１部＞
今回のイベントは、単に
SDGsを学習するにとど
まらず、SDGsを実践す
るという先進的な取組で
す。



○今回のイベントを企画した、静岡青年会議所2019年度SDGs推進委員会 理事委員長の山下洋平さん
にお話を伺いました。

●今回のイベントの狙いは？

当会議所としてＳＤＧｓに取り組んで４年目。昨年度までは認知
度向上にフォーカスして活動していました。今年度は、ＳＤＧｓ
達成に向けて、未来を担う若者が魅力を発信するという“動き出
す”ことに重点を置いて企画しました。

●手応えはどうでしたか。

若者に静岡の魅力に気づいてもらえたというのは大きかったと思
います。ＳＮＳを利用により、その魅力が若者の間でさらに広が
ることを期待しています。

グループワークの様子

●今後のどのようにＳＤＧｓの活動を進めていく予定ですか？

当会議所は、日本一ＳＤＧｓを推進する団体を目指して活動しています。今後も地域の方や行政と協
力して、他の団体を先導していけるような取組を行っていきたいと考えています。

●若者に向けたメッセージをお願いします。

難しいイメージもあるＳＤＧｓですが、普段の行動でもＳＤＧｓに結び付くことは数多くあります。
難しく考えずに、誰でもＳＤＧｓにつながる取組ができることに気づいてもらいたいです。また、自
分たちもそのきっかけ作りをお手伝いできればと思います。

●今日参加した感想は？

・楽しかった。普段あまり行かない店に行けたのが良かったです。
・今まで気づかなかった静岡の魅力に気づくことができました。
・伝統のある「わさび漬け」等だけでなく、わさびを使ったソフトクリームや、見た目が綺麗な“わさ
ビーズ”など、若者に魅力を伝えるための工夫をしていることが分かりました。

●ＳＤＧｓについて感じていることがあれば教えてください。

・環境を意識して、普段からマイボトルを持ち歩くようにしています。
・ＳＤＧｓはスケールが大きすぎて、なかなか身近な問題として感じられないので、今回の取組のよ
うに、個人レベルでどのように取組ができるか伝えることが重要だと思います。
・ＳＤＧｓに興味・関心のある若者は多いので、ＳＤＧｓに関するイベントの情報などが見つけやす
くなっていると、もっと若者へのＳＤＧｓが広まると思います。

○参加した学生（静岡大学、静岡デザイン専門学校、国際ことば学院）にお話を伺いました。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆
静岡ＪＣは、日本ＪＣの協力のもと、市内中高生を選抜し、少年少女国連大使として国連本部に派遣する

事業も行っています。本年度、大使に選ばれた高校１年の井上紗彩さんは派遣終了後、各所で積極的に帰国
報告を行いました。さらに、井上さん自身が市内中高生に呼びかけ、ＳＤＧｓ学習会も開催しました。
静岡ＪＣは、引き続き井上さんを応援していきます。

＜第２部＞

フレームアイコンによるＳＮＳ発信


